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ABOUT

BIOGRAPHY MIWA TANAKA

13歳からDJとして活動
琵琶の研究を通して
環境音が認識に与える影響に関心を持つ

田中 美羽

現在は東京大学とトヨタ・モビリティ基金主催
”Good Life on Earth”のプレイヤーとして
個人の聴き方から
都市の音環境をデザインする研究を行う

自身の提案する「個人化されたサウンドスケープ」
を題材にメディアアート作品の制作・展示を行う

DJ / Soundscape Designer
2005 

2023-

2023-

2024

2026

Born 

Aoyama Gakuin University
Comparative Art

Good Life on Earth PLAYER
 ( UTokyo × Toyota Mobility Foundation )

from00 A&R
( Victor Entertainment, Shogakukan )

Purdue University Visiting Scholar 
( United States, Indiana )

EXHIBITION

HUMAN through AI, 2026, IAMAS
GATEWAY Tech TAKANAWA, 2026, Takanawa Gateway 

PERFORMANCE

RADIO SAKAMOTO Uday, 東間屋, 2025
Zach Liberman Meetup, fil, 2026
Yagi Michiyo TALON, LIQUIDROOM, 2026

AWARD

HUMAI 論考 優秀賞, 2026
都市を調律する
― 個人化されたサウンドスケープデザインに向けて

PAPER

A Review of How the Soundscape Impacts 
Perceptions of Anxiety and Depression in Adults
Sarah E. Grimes, Miwa Tanaka, Bryan C. Pijanowski
（Paper in Preparation)

音で環世界を捉え
個人の聴き方から都市をデザインする



Personalized Soundscape Design Research

テクノロジーと視覚によって
構築された現代のサウンドスケープ

サウンドスケープを音源ごとに分解し
個人の音に対しての意味づけを可視化する

評価の結果から
個人に最適化した音環境をデザインする

Composed Decompose Recompose 

Overview

個人化されたサウンドスケープデザイン

※イメージには生成AIを利用しています

個人の聴き方に合わせてサウンドスケープを再構成するための研究プロジェクト
高輪ゲートウェイで実証実験を行い, 
デジタルツインシミュレーター“ A Digital Twin For Soundscape Design” を開発

YEAR 

CATEGORY

COLLABORATOR

2025- ( In Progress )

Research Project

東京大学情報学環 渡邉英徳研究室
JR 東日本
Good Life on Earth
ADAM Audio



A Digital Twin For Soundscape Design 
都市の環境音をデザインするためのデジタルツインシミュレーター

実在するオフィス/コミュニティスペースであるTAKANAWA GATEWAY LiSH Studio1を3DモデルをVR環境上に再現し，
現地で録音した音源を用いて構成された14種類の音響シナリオを評価することで,
どの音響操作が快適・活気の知覚に影響するか，およびシナリオ評価における個人差の構造の2点を明らかにする

参加者は同一の仮想空間において各シナリオを体験し，
快適（Comfort）および活気（Content）をVAS（Visual Analogue Scale）で評価する

Personalized Soundscape Design Research

TAKANAWA GATEWAY LiSH STUDIO1



A Digital Twin For Soundscape Design
Making Process #1

Personalized Soundscape Design Research

LiSH Studio1のVR空間を構築
現地にて主要音源（機械音，BGM，人の声等）

を録音し，空間上に配置する

全14条件の音シナリオを作成
人工音・自然音・BGM・残響追加の4要素を操作

参加者は同一の仮想空間において
各シナリオを体験し，

快適（Comfort）・活気（Content）
を評価する

Exhibition
GATEWAY Tech TAKANAWA

2026, Takanawa Gateway 

※イメージには生成AIを利用しています



A Digital Twin For Soundscape Design
Making Process #2

Personalized Soundscape Design Research

LiSH Studio1の会議室を約一週間実験室として使用し、LiSHの利用者・運営・ゲストら41名が参加
スピーカーとVRヘッドセットを用いて”Digital Twin For Soundscape Design”を体験
LiSHを利用する関係者から環境音に対するフィードバックを得る機会を創出



都市の調律 / Tuning the City
AIの推定する個人の「快」に向けて環境音が変容するインスタレーション

YEAR 

CATEGORY

EXHIBITION

2026

Installation

HUMAN through AI
IAMAS, 2026

本作は、環境音と制作者の主観データを学習したAIモデルを使い、都市六地点（下北沢・渋谷）の環境音を「快」へ向けて変容させる作品である
録音は八つの周波数帯域に分解され、2秒ごとに「快」に近づく方向へ各帯域の音量（dB）が変化していく
同時に、制作者・田中美羽の感じる「快」が推定され、予測値が映像内でリアルタイムに更新される
このように生成された「AIの調律した音」を制作者が聴くことで、環境音を聴く私の判断や感覚を浮かびあがらせようとした

その場で聴く音が世界を意味づけ、同時に私自身も作り変えているのではないか
̶̶AIが感覚を学習する時代において、聴くという経験はどのように再構成されうるのか



都市の調律 / Tuning the City
Making Process

原宿・下北沢の約60地点で環境音を録音、主観評価を行い、音響特徴量と快適度・閉塞感などの主観指標を対応づける機械学習モデルを構築
新しい環境音を入力したときにその場で制作者・田中美羽がどのように感じるかを出力するAIを開発した



PAPER & AWARD

YEAR 

SITE

GRANT

SUPPORTED BY

2026

ゲンロン

日本財団HUMAIプログラム

日本財団
松尾・岩澤研究室

本論考では、サウンドスケープを「環境音を通して個人が意味づける世界」と
捉え、その理論的背景と筆者自身の実践を論じるものである。
前半では、知覚論・現象学・民族音楽学を参照しながら、人が音を通じて環境
や文化、共同体をどのように理解してきたかを整理する。後半では、サウンド
スケープ研究の課題を踏まえ、筆者が構想するデジタルツインを用いた個人
ベースの音環境デザイン実験を提示する。
最終的には、AIによる個人最適化と、音環境を市民が主体的に設計する「サウ
ンドスケープのデジタル民主主義」の可能性を展望する。

HUMAI論考 優秀賞

都市を調律する
──個人化されたサウンドスケープデザインに向けて

YEAR 

SITE

GRANT

2026

Purdue University
Center For Global Soundscapes

トビタテ！留学JAPAN

2026年2月から、Sonic One Health に関する研究に参加。環境音を通じて生
態系・動物・人間の健康を統合的に捉え、評価・改善しようとする新しい枠組み
である。
提唱者であるBryan Pijanowski教授と共著で、サウンドスケープがMental 
health / Well-beingに与える影響に関するレビュー論文を執筆。本論文では、
自然音や交通騒音に限らず、職業環境や臨床現場における騒音の影響も含め、音
の体験と心身の健康の関係をより広い視点から検討する。
2026年9月One Health Journalに投稿予定。

A Review of How the Soundscape Impacts 
Perceptions of Anxiety and Depression in Adults
Sarah E. Grimes, Miwa Tanaka, Bryan C. Pijanowski

Collaboration Research



PERFORMANCE

RADIO SAKAMOTO Uday
J-WAVEの主催する坂本龍一のトリビュートイベント

YEAR 

SITE

COLLABORATOR

2025

東間屋

J-WAVE
DIG SHIBUYA

Zach Liberman Meetup
b2b with 真鍋大度

YEAR 

SITE

COLLABORATOR

2026

fil

Daito Manabe


